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感‡よ

笠寺小学校開校100周年を祝って
南区長　中川　幸治

笠寺小学校が明治40年に開校されてから今年

で100年。この節目の年を無事迎えられたこと，

誠におめでとうございます。

笠寺小学校は明治40墾聯旧星崎村など

3か村の笠寺村への合 年制義務教育

導入に併せ，旧星崎尋常小学校など4校を合併，

笠寺村立笠寺尋常小学校として誕生しました。以

来，明治t大正・昭和・平成という時代を経て

今日に至っておりますが，太平洋戦争や伊勢湾台

風など悲惨な経験を乗り越え，数多くの卒業生

がそれぞれの時代

とと推察いたします。現在南

す弘その内8学区が笠垂

＼∴∴∴
．．】日．．＿＿．．＿・∴ナ∴＿．、

父

だいたこ

区ありま

から分離独立

笠寺学区にあると言え虐轟転で南区のルーツは

ます。南区は笠寺小学校より1年遅く，来年区制

100周年を迎えます。名古屋市は明治41年に4区

制を導入しましたが，その時の南区は現在の熱田

区と港区の一部の区域でした。現在の区域が南

区になったのは大正10年に笠寺村と呼続村が名

古屋市に痴人された時ですので

申ルナ少であり1i

磯感関が集中

，・・．まさに笠寺は南

琴帝を始め様々な行

しており■．ま

産

現在の笠寺小学校は昭和3年に400年前に築か

れた星崎城跡に建設されたもので，歴史と一体と

なった学校になっております。このような歴史を

背景に住民の皆様は温かみのある方が多く，地

域活動も大変活発です。

わが国では平成の時代にな轡子高齢化
が急速に進展し，また，核家族化が進行しており

ます。今の子どもたちへの期待もこれまでと違い，

近い将来，少ない世代で社会全体を支えていくと

いう靡な役割を担うことと思います050年
前に作られた笠寺小学校の校歌にあるように「正

しき心」「むつまじく」「きたえて強くすこやかに」

∴∴∵∴∴∴一㌦．
もと，地域の皆様全体で子どもたちを見守り育て

ていただければと思います。そして，子どもたち

が成長した暁には，この笠寺学区で大いに活躍し

ていただくことを期待しております。

南区制100周年のテーマは「未来への扉を開こ

う」です。笠寺小学校も開校100周年を機に未

束へ向かって新しい歴史を築いてい

思います。笠寺小学校と笠寺学区の

子どもたちの健やかな成長を祈念し，お祝いの挨

します。
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開校100周年にあたって
笠寺小学校長

1907年（明治40年）笠寺村の4尋常小学校

が併合され，笠寺村立笠寺尋常小学校が開校し

ました。それから幾星霜，年月を重ね，2007

年（平成19年），開校してから岬q周常という

記念の年を迎えました。

今，すぼらしい環境の中で，充実した学校教

育が進められますのも，これまで幾多の困難を

乗り越えて発展へと導いてこられた，学区の皆

様のご支援の賜物と深く感謝申し上げます。

一口に100年と言いましても多くの方々の記

憶に残る様々な出来事がありました。…

明治40年1月1日の開校以来，奉等秤が設置

されるなゼ 調に発展し，大正1こ0年／名古屋市

大正12年に現在地（本星崎町本城765番地）

に新校舎建設が決まり，昭和3年完成しました。

運動場西側に厳然とそびえるクスノキやイチョ

ウは，当時植えられた樹木ではないかと推測さ

れます。

昭和19年8月に集団疎開が始まり，続く昭和

20年5月には空襲を受け，校舎の大部分が焼失

しました。苦難の時代であったと思います。

昭和22年，教育基本法公布にともない，名古

屋市立笠寺小学校と

ます。

在に続いて

伊藤　悦朗

この昭和22年には，新設された本城中学校が

本校に併設されていました。ご記憶の方もい

らっしゃることでしょう。

昭和34年2月には，開校50周年記念式典が実

施され，今歌われている校歌も発表されました。

ところが，お祝いムードも束の問責軍鞄年9月

伊勢湾台風の襲来により，再び大きな被害を受

けてしまいました。

しかし，それからの復興・発展は皆様よくご

存じの通り東経鉄筋校舎の新築や，昭和42年

星崎小学校の独立，昭和51年笠東小学校の独立

を経て，現在の笠寺小学校となっています。

昭和62年には，開校80周年を記念して校訓

碑が建立されました。校訓「強く　正しく　む

つまじく」は，目指す子ども像として今日にお

いても大切なものとなっています。

昨今，教育基本法の改訂をはじめとして，世

の中の変化に対応する

取り上げら

え，

な形で

ます。改めるべきところは改

先人の努力の跡である歴史をきちん

笠寺の良き伝統を受け継いで軽藍軒

もたちを育てたいと切に願っています。

今後も，笠寺学区・小学校のさらなる発展を

念じつつ，お世話になった

とさせていただきます。

あいさつ
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開校100周年を迎えて
開校100周年実行要員長　浅見　吉郎

笠寺小学校開校100周年，おめでとうござい

ます。心よりお祝い申し上げます。

この100年間たゆまず情熱を注V、でこられた

∵∵－∴∴－∴－∴一二一∴
意を表します。

この地域は，粕畠貝塚や市場・下新町遺跡，

本城町遺跡が示すように古くから人が住む生活

のしやすいところでした。

笠寺小学校が開校した頃の明治39年に，笠

寺・星崎・鳴尾の三つの村が合

寺村が誕生しました。その後kJ

て愛知郡笠

年に，私

産真鯛は名古屋市に編超あした。

∠ミ筍昭和に入ってすぐ，笠寺西部で区画整エノ

産

理が始まり，本城中学校の辺りにあった台地を

削って西の田んぼを埋め立てました。昭和9年

には学区南部の区画整理が始まり，国道一号線

や前浜通を始めまっすぐな道路がたくさんで

き，現在の学区がほぼ出来上がりました。

その後，太平洋戦争によ轡合の大部
分が焼失したり，伊勢湾台風で学区が大きな被

害を受けたりしましたが，多くの方々の努力に

より，現在の住みよい町になりました。

こ鹿ま毎に諸先輩方が築き上げてこられまし

た伝統と実績を礎に，さらなる発展を遂げられ

ますことを祈念いたしまして，お祝いの言葉と

たします。



さらなる発展を祈念して
笠寺小学校PTA会長　中村　元則

笠寺小学校開校100周年，心よりお祝い申

し上げます。

名古屋市笠寺国民学校から名古屋市声笠寺

小学校と改称された昭和22年産靡pTA会

長が就任されました。PTA会塵藩で26代
目になりますが，その間，笠寺小学校の保護

者は，学校と一体となってPTA活動を行って

まいりました。

PTA活動の歴史を見てみますと，昭和の時

代には，ベルマークを集め，そのお金で学校

ノノ二三≡斎’、

∴∴∴∴∵∴∴

の備品を購入したり，委員が学校の

を補修したりしました。また，講習

洪食通㌍少雫参／

を始め校外指導部・広報部・教養部・厚生部

の活動として受け継がれています。また，歴

代PTA会長は，PTA顧問として学校に関わり，

見守っていただいております。

100周年という長い歴史の中で，諸先輩方

が築いてこられた伝統を守。・巻線く輝
かしいものにしていくために，PTAとしても，

学校，地域の架け橋として努力してまいりた

いと思います。どうぞ，引き続き諸先生方，

地域の皆様疑筆指導ご鞭接をよろしくお願い

申し上げます。

笠寺小学校のさらなる発展を心より祈念し

て，お祝いの言葉とさせていただきます。

∴　ご麺『
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校訓碑

どん帳
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学んでいる学校の敷地は400年程前はお

た所です。岡田助衛門直教・同長門守直孝・

同伊勢守善同がつぎつぎに城主となり天正12年

（1584）3月から山口半左衛門垂勝，ついで同垂政が

城主となりました。しかし，天正16年（1588）ここか

ら伊勢国茂福に移ったので城はなくなりました。

今でも学校の北側にお堀のあとがあります。

江戸時代の笠寺付近の地図
（徳川林政史研究所資料）
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創立～開校10周年
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治明

大門の宝寿院に「尋常小学前浜学校」開校
大門の宝寿院に「笠寺尋常小学校」開校
大道に「星崎尋常小学校」開校

40．1．1笠寺尋常小学校（通学区域　笠寺村大字笠寺）
′星崎尋常小学校（通学区域　笠寺村大字星崎，本塁崎）
唱尾尋常小学校（通学区域　笠寺村大字荒井，牛毛．伝馬）
源柴尋常小学校（通学区域　笠寺村大字源兵衛，柴田）
四校を併合　星崎尋常小学校に
「笠寺村立笠寺尋常小学校」開校

42．11．3　新校舎竣工
大正　6．4．1高等科設置「笠寺村立笠寺尋常高等小学校」と改称

′‾　、・－，．－1

／こく千丁：ご・；′ノ

大道旧校舎前で（明治

星崎校と村役場が統合された時．
本校にあてられた（明治30年）

産、

．〆二タン三二二十
／′立＝二三±こ＝二‾－。

くさ三戸ノ／

尋常小学読本
（明治37年）

＝一一一▲二＼

シごこも

夏休み復習帳
今の「夏の生活」
（明治40年）

尋常小学読本（明治43年）

笠寺小学校
4年生卒業写真（明治41年）



建築中の新校舎（大正13年）

大道当時の校舎
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20周年以降～30周年
産、

昭和　3．3．11 画王㍉普通教室（24），特別教室（4），職員室等
4．8．19　奉安殿竣工
7．1．16　職員室より出
10．10．1青年学校開設

直室全焼，応接室半焼

昭和初期の正門付近と奉安殿
（昭和9年）

遷蓼′′
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小学国語読本（昭和8年）
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30周年以降～40周年

昭和13．7．4痴尾分教場が白水小学校として独立
15．12．17　立松教育会長頒徳碑除幕式挙行
16．4．1「名古屋市笠寺国民学校」と改称
16．12．8　太平洋戦争（第2次世界大戦）開戦
17．4．1軍人援護教育研究指定校
17．7．25　県農会長より食糧増産について表彰
18．4．1笠寺男子青年学校廃止／名古屋市武道研究指定校
19．4．1又兵衛分教場設置／給食開始
19．8．11北設楽郡本郷町へ集団疎開
19．9　　高等科児童勤労学徒として各工場に動員
20．4．1初等科を閉鎖
20．5．1初等科の閉鎖を解除して，残留児童のための分教場を開設
20．5．17　空襲を受け，講堂・普通教室（3）・医務室・便所（2）・

物置（2）を残して焼失
20．8．15　終戦／高等科児童工場動員解除
20．10．18・初等科集団疎開児童帰名メ授業南開

22．　　教育基本法公布／6

22．3．15平屋建て校舎三棟・嘩
22．4　　放出物資による給食持

女育9年に延長
給食所・便所等竣工

22．4．1・「名古屋市立笠寺小学校」と改称
■名古屋市立本城中学校新設（本校に併設）

国民学校（昭和17

天白川原練成農場のいもほり
（昭和16年）

集団疎開　北設楽郡本郷町
（昭和19年）



28．3．31校地北側の擁壁竣工
28．7．13　普通教室（4）増築竣工
28．10．25　スタンド式運動場完成
28．12．5　普通教室（4）増築と職員室・応接室の改築，運動場の改装が竣工

改築中の校舎（昭和32年）

廟／（昭和25年）
遠野＼ 五棟の校舎（昭和30年）



昭和33・6・21癖畠教室（6）増築と職員室・宿直室・衛生室等の改竿が竣工34．2．18　50周年記念式典・記念展覧会を実施
34．3．31普通教室（3）改築が竣工

34．9．26　伊勢湾台風襲来　被害甚大
35．7．28　普通教室（4）改築が竣工
34．8．31給食所・渡り廊下竣工
37．3．12　普通教室（2）・中央渡り廊下竣工
39．10．28　分校起工式
40．5．1塁崎に分校開校
41．2．22　分校の普通教室（2）増築竣工
41．4．22　分校の運動場整地・門・塀が竣工
41．7．23　本校のプールの改修と機械室等附設設備が完成

41．8．16　分校のプールが竣工
41．11．14　分校の普通教室（2）増築竣工
42．3．31本校の便所一棟と浄化槽等附設設備が完成

42・4・1分校が，星崎小学校とり禦覿・

ド：　甲：潤

伊勢湾台風で被害を受けた校舎（昭和34年9月）

マラソン10連勝（昭和37年）

50周年記念展覧会（昭和34年）



市

49．4．1芝町に分校開校
49．7．18　分校のプール竣工
49．7．30　分校の北校舎三階を増築
49．11．22　名古屋市少年サッカー大会で優勝
50．12．5　分校の体育館竣工
51．4．1分校が，笠東小学校として独立
51．11．170年を記念して，「笠寺アルプス」等の整備
52．3．10　校地西側の石堤工事が竣工

交通安全教育（昭和45年）

給食の時間（昭和51年）

組体操



53．11．25　CBCこども音楽コンクール名古屋大会で最優秀賞を受
54．3．31鉄筋コンクリート造り三階建て校舎・ポンプ室・放送室
54．6．13　FBC春花壇コンクールで国務大臣・国土庁長官賞を受

FBC春花壇コンクールで大賞を受賞
54．9．17　木造校舎第一棟，第二棟西側4教室取り壊し
55．3．31鉄筋コンクリート造り三階建て校舎竣工，校地西法面擁壁・石堤造成，西通用門改造
55．8．20　旧講堂取り壊し
56．3．31体育館竣工
57．6．15　プール付属施設完成
57．9．15　NHK合唱コンクール名古屋地区最優秀賞
57．9．25　正門改築，校地西側南石積み改修
59．2．291昭和58年度大気汚染防止工事完了
59．4．1障害児学級「まつかぜ学級」開設
60．3．31最後の木造校舎取り壊し／昭和59年度大気汚染防止工事完了
60．4．　木造体育倉庫取り壊し／体育倉庫新設
61．4．1学校無人化
61．10．20　子ども貯金の活動に対レセ郵政大臣賞を受賞
62．3．31昭和62年度運動場改修王事′／（一期）完了

南側拡幅にともなしわご掛便所の取り壊し／屋外便所の新設，スタンド竣工，運動場南半分改修
62．7．19　金管合奏部，名古屋市総督体育館竣工式オープニング演奏に出演
62．8．13　昭和62年度運動場改修工事（二期）完了

北側・西側法面にジョギングコ→ス・野外ステージ・タラカ、ウス・西中央階段新設，西適用PE頓俊二＝花壇移設
62．11．18　創立111年，開校80年，運動場改修工事完了記念「笠寺造形フェスティバル」実施

創立111年，開校80年記念「校訓碑」設立，「星崎城址　愛知県」「同　名古屋市教育要員会」移設
62．12．10　ジャングルジム新設，砂場増設

80周年校舎（昭和62年）



63．7．31南東端石垣改修
63．8．30　防球ネット漸

平成1．7．14　西門防球ネッ
2．3．31東渡り廊下新設
3．3．30　プール東法面補修（台風19号による地すべり），フェンス改修（プール横，ジョギングコース）
3．12．4　ウサギ小屋ふれあい広場に拡張更新
4．3．147年ぶりに笠寺国民学校の卒業証書授与式（昭和19年に空襲のために卒業式ができなかった方のため）サン笠寺にて
4．3．31コンピュータ室新設，プール東法面補修（台風による地すべり），ステージ西　農園新設
5．11．17　体育館どん帳新設
5．4．19　ジョギングコース復旧工事（大雨による地すべり）
6．9．22　運動場改修工事開始
7．7．21屋外非常階段改修工事
8．1．8　2階児童便所改修工事
8．8．1北校舎1階廊下床面改修工事

試食会（平成5年）

「
】
ト
加
円
価
一

野球部優薩（平成2年）

星崎城址（平成7年）

学芸会（平成6年）



平成12．6．1ヲ手ワイライトスクール開校
13．6　　校内LAN配線工事（職員室）
14．2．12　コンピュータ入れ換え（PC董21台，職員室1台）
14．4～　学校週5日制完全実施
15．2　　運動場スピーカー改修
16．4．1インターフォン工事

16．7～　体育館耐震補強工事
17．3　　防犯カメラ設置（東・西通用門）
17．7′）　南校舎耐震補強工事

18．7　　北校舎耐震補強工事，防犯カメラ4基増設
保健室南スロープ工事

19．4．1校歌碑除幕式
19．11．10　開校100周年記念行事
19．11．11開校100周年記念式典

∴、
校歌碑除幕式（平成19年）

［．・　L軋＿皿T

！

敬老給食会（平成12年）
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20



学校生活のようす●

21



●学校生活のようす

22



学校生活のようす●

23



産

二二コ罰逆r

470二‾＿’

二25Zl二

∴‾255月：1

∴∴‾コ初等科　［二二二二二コ高等科
＼l＼

二・二‥ニ

学童疎開

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

7

8

0

ノ

0

1

2

つ

J

4

「

⊃

亡

U

7

8

q

′

和
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

昭

20
21

2

3

4

5

6

7

8

0

ノ

0

2
2
2
2
7
ー
2
2
7
L
3

2

3

4

5

′

0

7

8

ハ

ブ

0

1

2

3

4

5

′

0

7

8

d

ノ

0

つ

J

つ

J

3

つ

J

つ

J

3

つ

J

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

51年
52年

ィー53年

．ノ′：二三子き袈年
上二二二ノこきら′年

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
毎

′

0

7

8

0

ノ

（

U

1

2

3

1

2

一
5
5
5
5
6
6
6
6
成

、

　

　

　

　

　

　

平

8

9

10
11

12

13

14

15

116



在　職　期　間 氏　　　　名

初　代　明治41年1月1日～　　42年5月26日　　　鈴　木　三　蔵

第2代　明治42年5月26日～　　44年10月10日　　　高　柳　秀　雅

第3代　明治45年7月22日～昭和5年4月25日　　　鈴　木　治　郎

第4代　昭和5年4月25日～　　8年7月22日　　　本　田　甚三郎

第5代　昭和8年7月22日～　13年7月　4日　　　横　井　撃　之

第6代　昭和13年7月4日～　18年9月14日　　　阿知和　宗　平

第7代　昭和18年9月14日～　　21年3月31日　　　長谷川　仙　吉

第8代　昭和21年3月31日～　　22年3月31日　　　水　野　賢　励

第9代　昭和22年4月1日～　　23年4月30日　　　萩　原　孝

第10代　昭和23年4月30日～　　26年4月1日　　　豊　田　兵　吾

第11代　昭和26年4月1日～　　29年5月21日　　　高　橋　竹　市

第12代　昭和29年5月21日～　　38年5月31日　　　青　山　雄三郎

第13代　昭和38年6月1日～　　44年5月31日　　　佐　治　元　道

第14代　昭和44年6月1日～　　49年3月31日　　　藤　崎　文　夫

第15代　昭和49年4月1日～　　54年3月31日　　　神　戸　文　雄

第16代　昭和54年4月1日～　　56年3月31日　　　寺　沢　重　囲

第17代　昭和56年4月1日～　　59年3月31日　　　山　口　　　学

第18代　昭和59年4月1日～　　61年3月31日　　　水　野　清　一

第19代　昭和61年4月1日～平成2年3月31日　　　小野田　裕　康

第20代　平成2年4月1日～　　6年3月31日　　　藤　　　智　雄

第21代　平成6年4月1日～　　9年3月31日　　　武　内　　　滋

第22代　平成9年4月1日～　11年3月31日　　　神　谷　昌　幸

第23代　平成11年4月1日～　14年3月31日　　　宇佐見　彰　孝

第24代　平成14年4月1日～　17年3月31日　　　渡　道　　　佑

第25代　平成17年4月1日～　　　　　　　　　　　　伊　藤　悦　朗
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名

第2代　　昭和23年4月～　26年3月　　　　蟹　江　邦三郎

第3代　　昭和26年4月～　28年3月　　　三　浦　光　春

第4代　　昭和28年4月～　30年3月　　　　石　山　治三郎

第5代　　昭和30年4月～　32年3月　　　　岡　本　千代松

第6代　　昭和32年4月～　34年3月　　　浅　井　金　一

第7代　　昭和34年4月～　36年3月　　　　二　村　四　郎

第8代　　昭和36年4月～　41年3月　　　山　田　端　正

第9代　　昭和41年4月～　44年3月

第10代　　昭和44年4月～　47年3月

広　瀬　幸　作

福　井　武羅男

第11代　　昭和47年4月～　49年3月　　　　浅　井　鎮　夫

第12代　　昭和49年4月～　55年3月　　　　大　橋　　　禎

第13代　　昭和55年4月～　60年3月　　　樋　田　輝　雄

第14代　　昭和60年4月～　62年3月　　　濱　島　昭　宣

第15代　　昭和62年4月～平成1年3月　　　石　川　清　之

第16代　　平成1年4月～　　4年3月

第17代　　平成4年4月～　　6年3月

眞　月　教　俊

鹿　瀬　敏　郎

第18代　　平成6年4月～　　8年3月　　　　稲　熊　弘　敬

第19代　平成8年4月～　10年3月　　　水　野　恒　平

第20代　　平成10年4月～　11年3月　　　　神　保　清　孝

第21代　平成11年4月～13年3月　　　稲　熊　裕　之

第22代　　平成13年4月～　14年3月　　　　荒　川　雅　義

第23代　平成14年4月～15年3月　　　近　藤　　　浩

第24代　　平成15年4月～　16年3月　　　　佐　野　　　憤

第25代　　平成16年4月～　17年3月　　　　加　藤　律　男

第26代　　平成17年4月～　　　　　　　　　中　村　元　則
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時　代　　　学区の主なできごと

弥　生

大　和

奈　良

下新町遺跡

市場遺跡

本城町遺跡（集団墓地のあと）

神輿壕，徳願壕などの小古墳

本城町低地遺跡

尾張の国が八つの郡に分けられ

（その一つが愛智郡）愛智郡に十郷あり，

千竃郷の中は笠寺など七つの村がふくまれる

小松寺J・（室寺観音）ができる

玉照姫が観音様の本堂を今の地に建てる（笠覆寺）　　　　　笠寺一里塚

義 一
）

¶趨 ・磯・

←5 ～ 1 2 5 5 ） 籠 オ∴
ナ

十日

－　　1
■●　　せ■■

や 憲 二

lh　“　　　 － 1 。 ・甥

・－ －■■■日l l▲
1－

平　安
塁崎荘ができる

鎌　倉

室　町

僧阿願が笠覆寺を再興（123

笠寺城・市場城などができる

桶狭間

星崎城

安土桃山　　　笠寺台地の西の方で塩をつくる

江　戸

東海道に松が植えられ一里塚がつくられる

笠寺台地の西の方がうめられ新田が開かれる

俳句がさかんになり句碑が建てられる

天白川はんらん

天白川大改修（1780）



名

明　治
武豊より清洲まで汽車が走るようになる（1885）

東海道本線が開通する（1886）

笠寺村，星崎村と鳩尾村が合併して笠寺村となる（1906）

大　正
愛電（後の名鉄）神宮前一本笠寺間が開通する（1917）

笠寺村が名古屋市南区に入る（1921）



年（西暦）　　　学区の主なできごと

昭和　4（1929）

昭和　6（1931）

昭和初期

昭和　9（1934）

昭和14へ′15

（1939～40）

昭和16（1941）

昭和18（1943）

昭和19（1944）

昭和22（1947）

昭和33（1958）

昭和34（1959）

昭和39（1964）

昭和49（1974）

笠寺郵便局ができる

市バス（鶴舞公園一笠寺）が

学区西部の区画整理が始まる

学区南部の区画整理が始まる 少年愛国会（昭和13年）

新道（国道一号線）ができ，本塁崎まで市バスがくる

笠寺警察署ができる

国鉄笠寺駅が仕事を始める

市電が笠寺西門から大江の方へのび前浜通を走るようになる

国道一号線に新大慶橋ができる

南区全僻専真
笠寺垂癖藷局ができる

伊盛観扁こよ。風水害を受ける

新幹線が開通する

市電（笠寺一大江）が廃止になる

名古屋まつり花バス
（昭和45～46年）

笠寺観音と傷痍軍人

′′■二言≡；三≒－

→崖芳ア′
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国道一号線を行く山車

山車（平成15年）
鍬形まつり本番の様子（平成19年）
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編　集　後
笠寺小学校開校100周年記念誌・

笠寺小学校開校100周年記念事業の一つとし

て本記念誌を発刊することになりました。

編集するにあたって，昭和34年発刊の「昔と

今のかさでら」や70周年を迎えた際に発刊され

た「わたしたちの郷土かさでら」．等＝の寵念誌を

始めとして，過去のPTA新聞や記錦写真などを

参考とさせていただきました。しかし，昭和20

年5月の空襲の折に，笠寺小学校も大部分が焼

失し，戦前の貴重な資料が灰燈に帰したことが

いかにも大きく，苦慮いたしました。幸いにも，

笠寺学区公民会長の浅見吉郎様を始めとする多

くの方々から貴重な資料をお借りすることがで

き，なんとか過去を振り返ることがでざま－した。

このたび取り扱った員重な資料の中には，撮

影時期が特定できず，やむなく掲載できなかっ

たものもありますが，前後関係で時期を推定し，

あえて掲載したものなどもあります。多くのメ

ンバーで校正いたしましたが，事実の誤認，資

料の記載ミス等がないかと心配しております。

本記念誌の発刊が，笠寺小学校のさや凝る発

展の一歩となることを願ってやみません。

発刊にあたり，ご寄稿いただいた方々，編集

にあたり様々な情報をお寄せいただいた方々，

さらには資料編集のためにご協力くださった

方々に深く感謝いたします。今後とも笠寺小学

校のさらなる発展のため，ご指導，ご協力を賜

りますようお願い申し上げます。

名古屋市立笠寺小学校開校100周

平成19年11月発刊

編集・発刊＝名古屋市
代表者　伊

〒457－0

名古屋
TE L

／∠ゝ
▼■、

校

星崎町本城765
821－5188

2－821－1751

丸和印刷
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